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海
苔
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訪
人
」
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藤
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夫

1
　
「
大
森
．
海
苔
の
ふ
る
さ
と
館
」

長
野
日
報
に
掲
載
さ
れ
た
〝
諏
訪
人
も
大
活
躍

「
海
苔
商
」
の
底
力
″
（
2
0
2
3
・
1
0
・
1
5
）
の

記
事
を
目
に
し
、
5
0
年
も
前
の
こ
と
に
な
る
が
、

湖
南
の
F
さ
ん
が
「
冬
は
、
苦
か
ら
こ
こ
ら
辺
の

方
の
中
に
は
、
大
森
を
は
じ
め
日
本
各
地
に
海
苔

養
殖
の
出
稼
ぎ
に
行
っ
て
い
る
。
私
は
岡
山
に
出

か
け
て
い
る
が
…
」
と
語
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し

た
。
〝
諏
訪
人
気
質
″
を
探
求
す
る
上
で
、
参
考

に
な
る
と
思
い
調
べ
は
じ
め
た
。

今
は
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
れ
ば
あ
る
程
度
の
こ
と

は
わ
か
る
。
書
物
で
は
「
御
湯
花
講
由
来
」
（
宮
下

草
書
）
が
参
考
に
な
っ
た
。
実
地
調
査
と
し
て
は

東
京
大
森
を
訪
れ
た
。

ま
ず
は
、
か
つ
て
の
海
苔
の
漁
場
で
あ
っ
た
埋
立

地
に
建
て
ら
れ
た
「
大
森
海
苔
ふ
る
さ
と
館
」
を

訪
ね
た
。
こ
こ
に
は
、
大
森
が
海
苔
の
漁
場
に
適
し

た
海
岸
で
あ
っ
た
こ
と
や
海
苔
養
殖
の
歴
史
が
イ

ラ
ス
ト
、
写
真
、
映
像
等
で
わ
か
り
や
す
く
解
説
さ

れ
て
い
る
。
展
示
物
に
は
当
時
使
わ
れ
て
い
た
漁

具
や
海
苔
網
に
交
じ
り
再
現
さ
れ
た
海
苔
舟
も
あ

っ
た
。
そ
の
船
名
に
は
「
伊
藤
丸
」
（
大
森
本
場
乾
海

苔
問
屋
協
同
組
合
加
盟
店
に
は
諏
訪
に
関
わ
り
の

あ
る
「
い
と
う
」
と
名
の
付
く
業
者
が
3
軒
あ
る
）

と
刻
ま
れ
て
い
て
親
近
感
を
も
っ
た
。
ま
さ
に
海
苔

の
一
大
生
産
地
で
あ
っ
た
大
森
の
歴
史
を
学
ぶ
学

習
施
設
と
い
え
よ
う
。
私
が
訪
れ
た
首
も
高
校
生

の
ゼ
ミ
が
学
び
に
来
館
し
て
い
た
。
な
お
、
手
に
入

れ
た
か
っ
た
「
海
苔
商
た
ち
の
底
力
」
（
大
田
区
立

郷
土
博
物
館
発
行
）
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

次
に
、
諏
訪
と
の
か
か
わ
り
を
探
る
べ
く
京
急

大
森
町
駅
周
辺
を
散
策
し
て
み
た
。
海
苔
店
が
何

軒
も
あ
り
、
店
名
を
見
て
い
く
と
「
藤
森
」
「
守
矢
」

「
金
子
」
「
五
味
」
「
伊
藤
」
「
立
石
」
「
日
達
」
「
関
」
…

諏
訪
で
も
よ
く
見
ら
れ
る
苗
字
の
店
名
を
み
る
こ

と
が
で
き
、
ル
ー
ツ
は
諏
訪
に
あ
る
と
の
こ
と
。

近
く
に
は
諏
訪
神
社
も
鎮
座
し
本
殿
の
後
方
に
は

下
社
も
あ
り
、
こ
こ
で
も
諏
訪
と
の
つ
な
が
り
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

2
　
御
湯
花
講
と
「
森
）
藤
正
」
社
長
藤
森
さ
ん

先
日
、
長
野
県
文
化
財
保
護
協
会
諏
訪
支
部

は
、
中
洲
に
あ
る
（
株
）
「
藤
正
」
（
海
苔
の
加
工
・

卸
売
業
）
の
工
場
見
学
と
上
社
で
行
わ
れ
た
御
湯

花
講
の
神
楽
を
見
学
す
る
巡
検
を
実
施
し
た
。

工
場
見
学
で
は
、
海
苔
の
加
工
釘
様
子
や
卸
売

り
さ
れ
る
商
品
等
を
見
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
藤
森
社
長
の
「
業
界
の
国
際
化
の
た
め
に
留
学

を
経
験
し
、
さ
ら
に
は
日
本
の
海
苔
養
殖
が
衰
退

し
て
い
く
こ
と
を
見
据
え
て
中
国
や
韓
国
に
海
苔

の
入
手
先
を
確
保
し
て
き
た
等
、
先
見
の
明
の
あ


